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コルネット ○ ○＊2 △
フレンチホルン ○ ○
テナーホルン ○
トロンボーン ○ ○ ○










ティンパニ ○ ○ ○
大太鼓 ○ △ △
小太鼓 ○ △ △
シンバル ○ △ △
ドラムセット △ ○
グロッケン ○ ○ △
ヴィブラフォン △ △ △
シロフォン △ ○ △
マリンバ △ △
チャイム △ △ △










































































































































































弦楽器 コントラバス ○×2 △
打楽器
ティンパニ ○ △
大太鼓 ○ ○
小太鼓 ○ ○
シンバル ○ ○
サスペンデッドシンバル ○ ○
グロッケン ○ ○
ヴィブラフォン △ △
シロフォン △ △
マリンバ △ △
チャイム △ △
その他
ハープ △ △
ピアノ △ △
合　計　人　数 50 30
123
演奏するには，エレキベースやドラムセット，ラテンパーカッションなどを使用し，それ
ぞれの曲にあった演奏表現を工夫している。
　またマーチングスタイルでの演奏にはフロントベルスタイルと呼ばれる楽器が使用さ
れ，音楽に合わせて動きながらフォーメーションを変化させつつ音の方向性を利用し，躍
動的な音楽を視覚的にもより一層楽しむことが出来るよう工夫がなされている。
３．演奏作品及びプログラム構成の違いによる多様性
　先に述べたように，吹奏楽では様々なジャンルの作品が演奏されている。歴史的にも重
要な意味を持つ行進曲やファンファーレなどの式典曲，クラシック名曲の編曲作品，ダン
ス音楽を中心とするラテン音楽，スイングなどのジャズ作品，歌謡曲や演歌，童謡，民謡，
映画音楽，そして吹奏楽のためのオリジナル作品と，オーケストラに比べその範囲は遥か
に広く，演奏できないジャンルは無いといっても過言ではない。
　また，プログラム構成を見ても，クラシックやオリジナル作品だけのコンサートも映画
音楽やポピュラー作品だけのコンサートも可能であり，更には様々なジャンルを組み合わ
せたコンサートも可能である。それぞれの団体がそれぞれの目的に合ったプログラム構成
と選曲を工夫して活動している。
４．表現方法の違いによる多様性
　先に吹奏楽では様々なジャンルの作品を演奏すると述べたが，１つの作品を吹奏楽で演
奏しようとした場合でもその表現方法は多岐にわたっている。有名な「アメイジング・グ
レイス」を例にとると，そのまま賛美歌風に書かれた作品やアルトサックスなど何かの楽
器ソロ用にバンド伴奏で書かれた作品，フルートやトランペットなどパートやセクション
ソリ用に書かれた作品，ジャズ風に編曲された作品，楽器紹介的に各楽器でメロディを分
担する作品など，同じ曲でありながらその表現方法は実に様々にアレンジされている。
　また，スタンドプレイやダンシングプレイなど演奏者の身体的パフォーマンスによる表
現方法や，照明やスライド・映像などを活用した表現方法，朗読やダンスなど文学や踊り
とのコラボレーションでの表現方法など，既に多種多様な演出が行われている。
　以上の整理分類を基に，次に「吹奏楽における表現活動の多様性」について考察する。
４．考　　察
　これまで「吹奏楽」「表現活動」「多様性」をキーワードに整理分類してきたが，「吹奏楽」な
らではの特徴①使用楽器が管打楽器である→音量が大きく，湿度変化の影響が少なく，持ち運び
が比較的容易であること，②編成が比較的自由である→その団体に合った校訂→サウンドや表現
方法の独自性が得られること，③屋内外を問わず多様な場所での演奏活動が可能であること，④
プロ・アマを問わずそれぞれのバンドの立場や技量に合わせた編曲が工夫されていること，⑤演
奏者の各種パフォーマンスや照明などの演出方法が豊富であることなどが明らかになった。
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　終戦後昭和が終わるまでの約40年間はコンクールへの参加を通じて演奏技術向上が目覚し
い時代であったが，平成に入ってからの20数年はより完成度の高い演奏が可能になると同時に
様々な演奏活動が工夫されてきた。一時期に比べパレードなど野外演奏の機会が少なくなって
きたとはいえ，野球の応援や祭事，式典などもあり，屋内での演奏も本格的なコンサートホー
ルから体育館や福祉施設，駅庁舎や大型店舗の中など実に様々な場で演奏する機会が増えてい
る。また，聴衆となる側も幼稚園児から小中高等学校の児童生徒，一般社会人さらには高齢者
とその年代も幅広く，当然のことながら対象となる聴衆の年齢層や好みに応えるべく選曲やプ
ログラム構成を工夫して演奏されてきている。
　昭和初期生まれの第１世代，筆者を含む戦後生まれの第２世代，八條・多田を含む昭和後期
生まれの第３世代，そして平成生まれの第４世代と，吹奏楽界においても家族３世代で演奏活
動を楽しめる時代となってきた。今後は，それぞれのバンドの特色を生かした編曲や他分野と
のコラボレーションにより，より一層幅広い聴衆層にアピールする工夫や，演奏者自らが楽し
むことができる表現活動の時代になることと思われる。
　本研究においては，イギリスを中心とする金管バンドの楽しみ方との比較を交え，吹奏楽活
動の多様性について考察していく予定である。
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